
 

 · A：当たり前のことを

 · B：ばかになって（愚直に）

 · C：ちゃんとやる

　 その土台となるのが、本校が大切にしている「志賀高ABC」の

実践です。

挨拶をする、時間を守る、身の回りを整える。

    これらは一見、容易なことに思えるかもしれません。しかし、これら

 を「当たり前｣のレベルで終わらせず、誰にでもできることを誰も真似

 できないほど徹底して積み重ねる。その愚直なまでの姿勢こそが、揺

 るぎない自信と、他者への信頼を生む原動力となります。

みんなのために!!
新執行部始動(挨拶運動）

　校 長　　木
森　勇
二

　校庭の木々が芽吹き、希望に満ちた新年度がスタートいたしま

した。本年度、志賀高等学校は「共学」「共助」「共感」の三つの「共」

を学校経営の柱に据え、生徒一人ひとりが輝く学び舎を目指して

まいります。

リニューアル
スタート号

第１００号

志賀高ABCで築く「共生」の新時代

朝の挨拶で校門に立つ校長

志賀高レスリング部、全国で躍進!!

 すごいぞ！ その栄光を讃えます。
入学式

新しいステージ　

が始まる。

対面式
対面式

あたたかな雰囲気に感激

会   長  中谷  瑞輝 （３年）

副会長  谷内 絵美里 （〃）

書   記  田畑  愛 （〃）

    　　   濱崎  稀美 （〃）

会   計  東　凌冴 （〃）

 　        吉峯　美憂 （〃）

第69回全国高等学校選抜レスリング大会　　

                                          （3/２９）

      　71kg級第２位  横瀬 悠生（2年）

        55kg級第５位  大門 陸翔（３年）

2026年度ジュニアクイーンズカップ  

            ・レスリング選手権大会 (4/11)

 Ｕ17 53kg級第３位  永谷 梨愛（2年）

志賀高だより志賀高だより志賀高だより

  　自分を高める「共学」、仲間と支え合う「共助」、そして多様な感性を

 認め合う「共感」。この三つの「共」は、このABCの徹底から始まります。　　

   　　生徒たちが「志賀高で学んでよかった」と胸を張れるよう、教職員一 

   同、まずは私たち大人が「ばかになって」情熱を持って教育活動に邁進

   する所存です。本年度も、本校の教育活動へのご理解とご協力を心より　          　　　　  　 　　

   お願い申し上げます。
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規格外野菜で 志賀町カレー 開発・販売

  ～能登地域高校生アントレプレナーシップ

 　 　 教育推進事業計画発表会で最優秀賞受賞～

後輩へのアドバイス

 とにかく早め早め

　　　の準備が大事

　 昨年度の普通科ビジネスコース１～３年５人

（山口空真・辻口龍鳳・中谷瑞輝・山本風駕・岡

田蓮） がＪＡ志賀やモッタイナイバトン（東京）な

どの協力のもとフードロス削減を目指してレト

ルトカレーを開発・販売しました。

 　３月、その事業を 代表として中谷さん・山本

さん（３年）がラピア鹿島会場で発表し、地域課

題を掘り下げ、高校生ならではの視点や発想

が評価され,最優秀賞を受賞しました。

写真は、富来漁港の側に立つ　大正・昭和初期に活躍した小説家　

加能作次郎（志賀町出身）の石碑です。

 刻まれている碑文は、「人は誰でもその生涯の中に一度位自分で

 自分を幸福に思う時期を持つものである。」です。

志賀高校在学中はそんな時期になるよう、生徒・教職員一同、努力

していきます。

新任職員

 教頭　　    山崎　慎介

 地歴公民    海恵　 宏邦　

 英語        坂元　彩華

 ALT　      テス・リアナ

　　　　　　　　・グレース

  商業  山森　宣和

  情報　横山　翔龍
　　　   　　（兼務で不在）　

  事務　高橋　亮子

  事務　坂本　進吾

全力でサポート!!

仲間に加わりました。

編集後記
読んでいただきありがとうございました。

友人たちの応援をバネに、頑張れた。

福井県立大学経済学部合格!!

    私は災害ボランティアに参加して、地域の復興・

　発展の役に立ちたいと思うようになりました。その

　ために学ぼうと、最初、国立大学の経済学部を受験

　しましたがうまくいかず、諦めかけましたが周りの

　友人たちの励ましがあり、一般入試で福井県立大学

　への再挑戦を決意し、最後まで先生方の熱心な指導

　もあって合格できました。（本人談）

高校在学時の体育祭

「障害物競走」の雄姿

志賀探『みらい図』スタート！

「総合的な探究の時間」

この地域をフィールドに、志賀高生ならではの視点で、私

たちが生きる未来を豊かにする答えを見つける、志賀探

『みらい図』が始動。今年度は、１年生は復興探究、２・３年

生はコース、学年の枠を超えて地域創造探究に挑みます！

③８つのテーマのプレゼン　

②心惹かれる問いを立てよう①問いの種を見つけよう　

④仮説を立てよう

昨年度卒業生　定仙 健太さん

志賀高ＨＰです。 ご覧ください。
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